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研究成果の概要（和文）：日本語のシカ、モ、キリ等による「とりたて」と呼ばれる現象を

通して、論理的主部と述部を構造基盤とする「叙述」による構造構築を日本語の個別特

質として提案し、名詞と動詞の格関係により構造が構築される欧米語との違いを解明し

た。普遍的言語機能の説明を目指す生成文法理論を基盤として、言語現象を普遍的特質

と個別特質の相互作用の表れとして捉え、両特質の識別を試み、現象説明の理論仮説を

提示して、その科学的検証を目指した。	
 

 
研究成果の概要（英文）： We have proposed, based on the descriptive analysis of the particles of 
toritate (topicalization) in Japanese, that Japanese has a language-particular property in the structural 
construction; sentences can be constructed based on the structural relation of Subject-Predicate, which 
will form Predication, while European languages such as English and Spanish require a structural 
relation between noun and verb in terms of Case.  We have aimed to demonstrate that the surface 
differences come from interactions of universal properties and language-particular ones.   
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１．研究開始当初の背景 
 
(1) 理論的背景：代表者が研究当初より理論
基盤としてきた生成文法理論研究は、人間が
普遍的に持つ言語を司る能力の解明を目的
とする。言語の産出・理解の基盤となる構造
を与える計算システムとしての言語能力が、

人間には普遍的に備わっていると仮定し、そ
のシステム解明の説明理論の構築を目指す。
普遍的である故に、それが与える構造特質は
すべての言語に共通する特質となる。それら
普遍的な特質が、語彙的特質を中心とする個
別言語の特質と複雑に合い絡み合って、実際
の言語現象では様々な様相を見せると考え
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られている。 
 
(2) 普遍的特質と個別の特質の解明：欧米語
の現象分析に基づき発展してきた構造構築
理論に対し、日本語個別の特質を解明して理
論の発展を促したのが Fukui 1986 や Kuroda 
1988の研究である。それら先行研究の成果を
踏まえ、更なる個別特質と普遍特質の解明で
理論を発展させる必要がある。 
 
(3) 代表者と分担者の研究成果：代表者は、
否定関連現象の記述分析の蓄積に基づき、否
定現象における普遍特質と個別言語特質を
解明する過程で、動詞を中心とする「叙述」
のあり方の言語間の相違を捉えつつあった。
分担者は、日本語の「係結」の記述や歴史的
観点からの分析、また現代日本語の「とりた
て」現象の記述・理論分析の蓄積があり、そ
れに基づいて日本語独自の「叙述」構造の考
察を続けていた。両者の成果を基に、「叙述」
構造の日本語個別の特質解明を目指し、それ
と同時に、構造上の普遍性もより明らかにし
て、言語の構造構築理論そのものの発展を目
指していた。 
 
 
２．研究の目的 
 
(1) シカ句の分析から始めた「とりたて」現
象の記述成果を基に、日本語個別の文構造の
特質を明らかにする。同時に普遍的特質との
識別を行うことで、文構造構築における個別
特質と普遍性を解明する。 
 
(2) 日本語のとりたてを論理的主部と述部を
基盤とする「叙述」の構造と捉える分析を提
示する。主部と述部が統語的関係（構造上の
姉妹関係）を築くことで、構造構築が成され
る。叙述を基盤とする構造関係に動機付けら
れた文構造の構築が、日本語では可能である
ことを示す。 
 
(3) 従来、文における名詞と動詞の関係付け
は、その名詞が動詞に要求される必須要素
（項名詞句）であるか否かの関係と、名詞が
動詞に対して担う意味役割の関係、及びそれ
らに基づく格関係により保証されると考え
られていた。その関係に支えられてこそ、文
の構造が構築されると捉えられてきたので
ある。しかしながら、そのような関係付けを
必要とする欧米語とは異なり、それを必要と
しないのが日本語個別の特質であると Fukui 
1986や Kuroda 1988では捉えられた。その分
析をより発展させて、格による一致の関係で
なく、叙述による統語的関係による構造構築
を日本語個別の構造特質として提案する。そ
の上で、個別の構造特質が普遍的構造特質と

どのように相互作用して、文構造の構築がな
されるかを解明する。 
 
 
３．研究の方法 
	
 普遍特質解明には、言語現象を観察して個
別の特質を見極め、普遍特質との線引きが不
可欠であることを念頭に、現象分析、理論仮
説の提示、仮説の検証という科学的手順で研
究を進めた。具体的には以下である。 
 
(1) 更なるとりたて現象を記述し、再検討す
る。同時に、叙述の理論的概念を確立し、そ
れを前提として、とりたてが叙述を成すこと
を示す議論を提示した。 
 
(2) その検証が可能な形で、叙述による文構
造の分析のための理論仮説を提示して、叙述
を基盤とする文構造構築という説明理論を
提案した。 
 
(3) 説明理論がより一般的で更なる現象も予
測することを示すため、叙述と否定の相関や、
叙述を成すと思われる他の表現、とりたての
古い形とも言える「係結」やその現代語にお
ける表れ等の現象分析にも適用を試み、分析
の検証を行った。経験的基盤により仮説の検
証を進め、必要に応じて修正を行うことで、
理論の精度を高め一般性を得ることを目指
した。 
 
 
４．研究成果	
 
 
(1)「とりたて」から始めた日本語文構造の特
質の解明を基に、文構造構築における個別言
語的特質と普遍的側面の解明を進め、生成文
法理論そのものの発展を促すべく、構造構築
理論を提示した。 
 
(2) その理論仮説により日本語の更なる現象
分析を行い、現代日本語の「とりたて」現象
や他の類似の現象のみならず、「係結」を成
す助詞の歴史的変遷の分析にも応用を試み
た。また日本語の否定述部のあり方を記述し
分析することで、日本語否定文の個別特質も
解明されつつある。 
 
(3) 理論構築の知見を他言語へ応用する試み
として、スペイン語否定現象の分析を行った。
否定述部のあり方という観点から、日本語否
定現象との相違を明らかにし、普遍的現象と
の識別を試みた。日本語・スペイン語におけ
る否定関連現象の対照研究として学会等で
発表し、論文にもまとめている（５を参照）。 
 
(4) 長年、代表者が分析の理論基盤の拠り所



としてきたのが、米国南カリフォルニア大学
言語学科の傍士元氏による科学的仮説演繹
法である。傍士氏を招いて、他の研究者も含
めたワークショップを行い、長時間の議論を
重ねることで、科学的手法による仮説の検証
が可能な形で、理論構築を行った。同時に、
その検証作業も試みてきた。それらの議論を
踏まえて、学会発表や論文での発表を行った
（５を参照）。 
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